
図上計測による扇状地の地形学的研究
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Ⅰ ま え が き

日本は費太平洋造山帯の西側に位置しているために地盤運動が激しく,山がちな地形を里し多く

の断層が認められている;これに関連して平野の縁辺や盆地床には扇状地が多く発達し,日本は扇

状地の宝庫であると言っても過雷では夜い｡一為 世界的にみると,扇状地は少食くNew Zeaレ

andのほか,7メ1)カ合衆国西部の半乾漁地域とか,中国の辺境地域などに見られるのが主夜も

のであP,従うて扇状地についての研究は余9多 くをい｡

日本に お いて比,これまでに,扇状地給や個々の扇状地についての記載をど,いろいろな面から

研究が覆されておP,その形態鞄 形嘩壊犠 形成時代等についても研究が夜されているカも体系1

的に完成したといえる段階ではない｡

筆者は,扇状地の地形について畳的測定や微細夜観察を行うことによP,扇状地の形成過亀 形

成壊穐 地質構造等についてさらに詳細を研究を夜し得る分野がまだ残されていると考える｡ここ

では扇状地地形を5万分の1地形図から選び,その規模･形態等についてこれTiで忙余9日にふれ夜

い,畳的軌定によゥて扇状地の地形学的性格を明らか忙し,その上で各扇状地の地形発達史的意義

をも考察してみるととを考えたO特に,扇状地の面額,それの形成揮あずかった主要河川の流域面

額について地形図上の計測によ9算出L, これら相互及びこれらと他の要素との相関関係をみるこ

とにした｡

皿 扇状地例の選択

虜状地という名称に対して明琴恵定義は与えられてい夜いようである｡しかし恵がら｢股に原形i"

をした土地く平地 )をほほ広義の扇状地と解している｡そしてその扇状地の構造.形成時代.形成

の場所･配列の特色i形成過程等にエ9さらに扇状地をhfつかに舟沸し,.いろいろ･夜名称をつけ

て呼んでいる｡
旺1

ここ刊も 河川が山地から平地に移る谷の出口の付近に存在する扇形の土地を扇状地と呼ぶこと

とする｡
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扱った主な扇状地鴫 いわゆる沖横扇状地にあた9,河永の堆横作用によって形成された沖穣期

の扇状地に限定L,洪積台地の範噂にはいる旧期扇状地は除いてある｡ここでは海岸又紘内陸に位

置するものから20個えらび,その選択に当っては,夜るペく資料が得やすく,扇状地としてすで

に認められているものを選ぶように心がけたQ

表か扇状地の範囲は次のようにして決定した.

(I) 文献,その他の資料に,その範囲が明確にされているものについて鴫.これを利用して範囲を

決めたo例え鴫 iLn粍 馴 冒㌔ 見ケ剛 ,% 勅使)'F5@滞 る黒#)一匹 馴 賢8m賀)暦 気骨
)'Flij=)磨 篭の扇状地であるo

t21 上述のようを資料のない場合は, 4万分の1の空中写真の判範 5万分の1地形図による等高

線の特徴 土地利用状態の差異 用水路のパターンや泉の分布等を確かめT,範囲を決めたO例

ぇば,神戸県 中声的 劇t描 厳剖 IL/j､鳩 阿賀野明 大糾 天瑚 大間考 管 網
川等の扇状地である｡
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Ⅱ 作 業 方 法

研兎の目的に従い,＼扇状地の面穣及び流域面積,扇状地各部の傾斜及び海抜高度等の読図計測の

作業を主体として,流域の地質等は20万分の1地質図をど既存の資料によゥたB面棟測定は5万

分の1地形図上において所掌の項目につきポーラー ･プラニメーターを用いて行った｡.

流域面横の範囲は,先に決定した扇状地の範囲の要と夜る部分から流入する河川の(｢股には扇

状地を形成した主要河川である)流域をもっち 流域面額の範囲としたQ

憶斜測定における粛頂,扇動 東端の決定は,湧泉帯の判明するものについて鴫 その付近から

以下を東端部分とし,その上部を扇状地軸に沿い二等分して扇頂鶴 扇央部とL,沸泉帯のはっを

ALをhものにつVlては同株に,ほぼ三等分してそれぞれを仮に決めることにした｡

Ⅳ 考 察

作業の続栗を第1表･第2表･第5表にまとめて示した｡次晦 これ らの表にもとづhて考察ず

る｡

llI扇状地面横と流域面旗との関係 (第1表参照 )を知るため,その比を求めた｡即

-R とする｡

各扇状地におけるRの値から,以下の群に区分音れると考えたo

a･Rの値が1以下のもの一･流域面硬 く 扇状地面帝
も.Rの値が1以上のもの

一一 流域面積 > 扇状地面凍

さらにbについては次のように細分した｡

I < R < 5 のもの

R> 5 のもの

Rの値が塩端に大きいもの

流域面積

(21 Rの値と扇状地の位置との関係

扇状地が位置する場所としては大きく,内陸部と海岸部とが考えられる｡

&･氏 i=51のものは内陸に位置する扇状地即ち内陸性の扇状地であゥた｡但し 常額寺川扇状

地だけが内外である｡

bこRi 5:のものは直接海に面するか,小規模な海岸平野の背後にある臨海性の扇状地であっ
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弟1表 帯状地の葡硬,流域面積及びR

瓜 扇 状 碑 名 ～.声 横越 ) 流埠頭準 (埠 ). 氏

1 神 戸 庶 扇状地 a.0主 ll.70 2.00l

5 乱 ■川 扇状地 55.8& - 48.20 -.,-..,0.71

4 立 谷▲川 扇状地 55.32 4a22 1.59

5 属見ケ崎川扇状地 54.54 6.8.40 1.25

.i. 御勅使川扇状地 58.86. i.0.50 td-2..

7 金 川 扇状地 20.52 ･40,94 ,2.0

8 黒 潮 )EI扇状地 101.4-8 ー6._51.17 4.44

9 ･常厳重 川扇状地 1.4.4.78 555.10 2.44

10 庄 川扇状地 18?.04 10る7.25 p5i6.4.

ll 手 取 川 扇状地 89.80 755.58 8.55

12 大 井 川 扇状地 92.76. 1176.16. J10.26.

15 小 布 施 扇状地 26.6.0 27.58 1.0

14 那 賀 川 扇状地 58.10 ･758.54 L皇O,

15 .阿賀野川扇状地 54.54 8540 249

18 木 曾 川 扇状地 94 5275 早;dL

17 天 竜 川 扇状地 140 4890 55

118 ･大 間 々 扇状地 118.5 296.5 25 .

19 富 士 川 扇状地 52.84. 5-6.51. 111′

弗2表 帯状地の傾 斜 ,襟高

2 80 5& 24 47 800 250 12 5 4 5 4 80 75

5. 19. 14 12 15 220 1_.5.0 15 100 55 29 55 7占,0 425

■5 25 9 4 16. 250 1主5 ･15 1.5 1.5 1二島..L 1.5 55■:.:1.0∴

･ふ ･,5d 28 21 5-5 4iO二..･210 16. a 5 a E早 45 1./2

7 54 40 24. 59 ノ48.0 280.-.亡.17 1.84.4 ■1.8 1.24.4 1.8.. 40 5-2

8 ? 12 10 10 120 110 18 89 8.i. 190 5012



たOその鴨 大間々扇状地だけは列外であるO

上述の区分VCおいて列外を示す常鼠寺川扇状地,大間々扇状地にっいては,次に他の要因との

関連において考察する｡

(31 常威剖 t層状地と背後山地の地質との関係 (､第5表参照 )

常願寺川扇状地なお成した常厳剖 tめ流域には禰陀ケ原熔岩台地があ9,大き夜崩壊地や裸地

が認められるOこのh,流櫛 引tlの運搬物質としてよ9多量の砂襟を生亀 供給し他の臨海性の

扇状地と昇って,流域面積の割に大きい扇状地を形成した棟ち この流域の軟弱を岩石分布によ

る特殊条件が考えられるO

葬3表 流 域 内 の 地 質

}No. 也 .

｢～ 1 中高生兎の閑雲花尚岩が大部分
2 〟

5 流 紋 .岩

4p古口層 (tuff),新第三紀中新世, 流紋岩,中新王
5 載梅岩漠

A 雅章,擬灰角喝 瀞岩,原著

新期花尚岩,飛弾変成岩

う噂革帯花尚岩,安山岩質熔岩,硬岩,砂岩

石英班亀 流紋岩,新期花輪署,安山岩 ･

中生代手取層群,凝灰岩

赤石屑琴,伊久美層群一 徳山層群

新生代の姶岩

中生代儒家変成葛 結晶片岩

火山砕屑物 花鵜島 流紋岩

花尚考 花尚閑線量 石英班岩,･玄武岩,碑岩

砂岩,粘板岩,チャート,片岩,千枚岩.I

花尚萄 秩父古生届く砂岩,枯坂岩,.車ヤ-I,疲岩･･-),火山噴出物

御坂層群 (安山岩質角凍岩,凍択卦 T･),･砂考 館岩,嘩払 玄武岩

粒状安山巻 雲田片考,片麻岩
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(41 大間 扇々状地と形成時代との関係

大間 扇々状地は他の諸列と異を9台地性の旧期扇状地であ9,Pleistoceneの特殊な気

候のもとで形成盲れたともみられる郡,･叉扇状地の東端近くは関東造盆地運動の中心地に近く,

地盤の沈降運動と関連して扇端に沈降の影響が考えられること,利根川の側蝕や堆横の影響が考

えられることをど他の内陸性の房状地と異恵9,内陸に位置しをがら,梅海部の条件に相似た条

件を備えていたのではをいかと考える｡

f51 内陸性の扇状地と傾斜との関係

a･神戸原は面穣小宅くかつ傾斜大であD,これは沖積錐的性格を示すものであろう｡

b･小布施扇状地は乱川扇状地と同様に傾斜が大きく,葱おかつRの値が1･以下であるOこれ等

の扇状地はそれぞれ背後の火山斜面を主要を流域とするための噂殊を扇状地と考えられるb

c･Rの値が1以上 .J5以下のもので,かつ傾斜が110-40 0/O｡ の扇状地は,普通に見られ

る沖積扇状地であるo

t61 臨海性扇状地と扇頂高度及び傾斜との関係

&.虜頂高度< 20m

富士川扇状地 (傾斜4･40/.0 )

那賀川扇状地(傾斜 1.5% ｡)

b.20m<扇頂高度< 50m

木骨川扇状地(傾斜5% ｡)

阿賀野川扇状地(傾斜1.5% ｡ )

九頭竜川扇状地(傾斜 5.6･0/00 )

天竜川扇状地(傾斜 1･8% o)

C. 扇頂高庇> 50m

黒部)傾 状地(傾癖 100/.0 )

庄 川扇状地(傾斜 80/.o)
手取川扇状地(傾斜 80/..)

大井川扇状地(傾斜 4% ｡ )

イ･黒部川扇状地は直接外洋性海に接してお9,上述の如く扇頂高度は50m以上であ9,傾斜

は100/O｡ でこの群の内では最も急である｡これは平野部の地盤の沈降傾向や暴狼による波

蝕や潮流の侵蝕に比べ,堆額作用の旺盛を山麓扇耽地のよう夜性格をもつと考えられるoこの

扇状地は弧状の扇状地海岸線を示L,大井叫 奮士川等の扇状地もこれと同様であるので,こ
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の型に入るものと考える｡

ロ.手動 i層状地は扇預高度からみれば黒酢 tI扇状地と同様であ9,傾斜も1･80/oo である杓

前面に平滑を砂丘海岸線をもつ海岸平野を付着させる｡海岸平野を有する扇状地の軌ではこの

他庄川扇状地がある｡

へ 木骨川は内湾に注ぐ河川であって,木骨川扇状地は傾斜が5 0/oo であ9,前面に三角州性

平野を持つ代表的を例であると考えられ, トレワーサの言 うデルタ･フ丁ン拓馬すると考える｡

九頭竜川扇状地は傾斜が5 0/.｡ でこの型に属するものと考えられる｡福井平野の扇状地前面

の部分カ～高位海水準期内湾的を役目を果 したものと考えるからである｡

こ.郵賀川扇状地は外洋に面する萌 憤斜 1･50/O｡ である点同じく外洋性海面に接する黒部川

扇状地とは傾斜が異浸っているO位置や構成物質が粗粒であることか6,むしろ硬質三角州と

言 うべきであろう｡天竜叫 阿賀野川の各扇状地はこaji塾に入るものと考えられるO

LII～L6憎 での考察の終戦 ●扇状地はその両横及び流域面積と他の要素との閑適におhT,大体次

のように区分されるo

R<5内陸性扇状地

a.両横小さく憤斜大(800/00 ) -ト 沖硬錐塾

b.1<R< 5で傾斜10-400/00-.> 沖積扇状地 ･一般塑

C.R< 1 で傾斜4･0-6･O O/00 -- 火山地域にみられる特殊型

R>5臨海性扇状地

d.黒部川扇状地を代表例とするもの -- 山東扇状地盤

e.手取川扇状地を代表例とするもの T> 梅岸平野との結合塾

王.木骨jH扇状地を代表例とするもの 一 三角州と結合塾

g.那賀川扇状地を代表例とするもの -す-･硬質三角州型

Ⅴ 要 約

扇状地はRの値によ9大きく2つに分けられる｡即も R<5のものは内陸に位置し,R>5の

ものは,｢股に臨海に位鹿すると首える｡その鴨 R<1･のものについては流域に特有夜条件があ

るものと考え;又大間 扇々状地や常巌寺川扇状地等の上述の大区分につ尊逆を関係を示すものにつ

いては,流域内の地質又は形成時代等の他の要素との関連において説明したO

-為 臨海性扇状地について犠 一口にRの値が5以上と嘗 っても,その儀は非常に広範囲に及
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んでいる恥 この理由として次のようなことを考えた｡即ち, ここに取P上げた臨海性扇状地を形

成した河川の流域面横は｢股に大きい鶴 日本のように地盤運動の激しいところでは,面棟が大き

ければ大きいほどその内部が多くの地塊に分断されていることを意味するものであると考えられる｡

従やてその形成河川は-股にV}くつもの地塊を貫流するものと推乳首れるOその鮭果,それらの河

川は流路の途中にいくつもの堆穣盆地を有L,最後に海に到達したものと考えられるOこの亀 流

域面額の割には小首い扇状地が形成盲れたものと考える｡その他吟 海流波浪による侵蝕運搬作用

及びその強弱をどあ要素も考えられる｡

この')､論結お茶の水女子大学専攻科の卒業論文として書いたものの要約であるOここにかかげた

扇状地Wflは数が少をいために,上述のように大胆に分類することについて多少疑問が感じられるこ

とと思うカ～ 試論としてあえて述べることにした｡この上はこれを一つの自やすとして,さらに研

究を続けてゆきたい･と思う｡

この小箱をまとめるに当 9終始御指導をいただVlた式正英先生をはじB,地理学教垂の諸先生方

に厚 く感謝の意を表するO
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